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1b． O島C． lb， onc． 1b． onc。
1　0 期首繰越高 320 0 320 03　28 仕入：D．ロエル 238 o 558 0
5　30 売上：P．ルブヲン 558 0 0 0
5　30 仕入：A．ジャック 171 0 171 0
7　4 売上：0．ルノアール 171 0 0 07　28 仕入：現金 240 0 240 0
8　4 交換：制淑 66 11 173 5
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「商品勘定」とは何だったのか（久野）
　この勘定口座の摘要欄には、ポート・ワイ
ンとシェリー酒の二種が、数量・単価ととも
に記帳されている。ポート・ワインについて
見ると、1月1日付、期首繰越高57樽・単価
60ポンドのこの単価60ポンドが28日の在庫量
68樽に適用されて4080ポンドという「棚卸評
価」金額が計算されている。従って、「棚卸
量」につき多層的にその構成を考慮する「先
入手持法」　（期別後入先出法）ではない。この
場合につき「先入手持法」ならば、次の通り
になる筈である。
68樽」＝ll激：1麟謂禁588ポンド1。シ，ング
68樽 4008ポンド10シリング
　「最終仕入原価法」の丁度逆の形であり、
便宣上これを名付ければ、「最初仕入原価法」
である。
「市価法」の事例：Double　Entry　Eclucidated，
　　　　　　　etc．，by　B．F．Foster（1843）
　著者は、英国で数多くr簿記書』を刊行し
ており、「資本等式説」を鮮明な形で示した
ことで知られている。また、小冊子ではある
が「簿記史」に関する著書もある。
　このr簿記書』の「商品勘定口座」・摘要
欄の記帳内容は、既に近代的なものになって
おり、具体的な数量・単価等の明細にわたる
記録は無い。ただし、33頁の本文には、明快
に「市場価格による在庫品の棚卸評価」を提
示した次の記事が見られる。
　The　first　thing　to　be　done　in　balancing　the　books，　after　taking　an　inventory　of　the　goods
on　hand　at　their　market　prices，　is　to　prove　the　accuracy　of　ledger　entries　by　forms　what　is
called　a　Trial　Balance．
「先入先出（買入順）法」の事例：Book－Keep－
　　　　　　　ing　No　Bugbear　etc．，　by
　　　　　　　Michael　Power（1813）
　1813年にロンドンで刊行されたこのr簿記
書』の著者は、ジョーンズの「英国式簿記」
の批判書としても注目されるが、ここでは論
じない。その元帳：赤ワイン勘定（JACKS－
ON’S　LEGER．，　pp．　t22－123）は、次頁の通り
である。
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「商品勘定」とは何だったのか（久野）
　同口座の借方側には、1月2日と4月15日
との2口の仕入が記帳されている。貸方側の
6月16日の最終記帳のby　Balance（在庫品）
は、第2回目の仕入分300ポンド（数量10
Tun．）がそっくり残ったことになっており、
すくなくとも形の上では、買入れた順序の払
出しになっている。
　r簿記書』では、このような取引の設例が
圧倒的に多いが、「棚卸評価」の課題を意図
的・作為的に回避している傾向が顕著な様に
思われる。
W．記帳法：分記法と総記法
した「分記法」では、その煩に耐えないとい
うのである。
　そんなことは、最初からわかりきった話で
ある。「煩に耐えない」方法なぞは、およそ考
えたこともなかったのである。西欧の（英米
の）r簿記テキスト』を通覧した限りでは、
昔も今も「分記法」なぞという用語にも、あ
るいは、そのような非現実的な記帳法にも、
いまだかってお目にかかったことはない。本
体がないのだから、「分記法」という用語が
ないのは思えば当たり前であり、「分記法」
という用語がないのだから、「総記法」とい
う用語もない。これもまた当たり前である。
　わが国のr簿記教科書』・r簿記参考書』
類で解説されている「分記法」と「総記法」
に関しては、すでに別論・別著でも折りにふ
れて述べておいたので、ここでは、簡明・率
直に要点を述べることにしたい。まず、その
実況から述べる。
　主として英米のr古典簿記書』を通覧した
限りでは、日本語の「分記法」・「総記法」
に相当する簿記用語に、お目にかかったこと
はない。
　わが国のr簿記教科書』等の定石的な記述
では、まず最初に、勘定科目を中心とした章
・節で「分記法」を解説し、「取引」を人為的
に分割して、商品販売損益勘定と商品勘定と
にわけ、商品勘定の借方は「商品財貨」　（資
産）の増加、その貸方は「商品財貨」（資産）
の減少と説明する。「商品勘定」を資産の増
減を記録する実在勘定であるとする説明であ
り、「実名諸商品勘定」であろうと「集合商品
勘定」であろうと、商品勘定が本来的・沿革
的にみて「名目（損益）勘定」であるという基
本的認識が全く欠如している。
　話が進んで、帳簿組織ないし特殊機能勘定
の説明になると、一転して、「総記法」なるも
のの解説を行なう。販売の都度、その原価を
確定し売価との差額を測定することを前提と
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　結論を急こう。企業会計における「簿記」
の職能は、「取引」を「資本循環過程」に即し
て把握し、その実態を忠実に継続的な記録に
投影することにある以上、その実態に即した
記帳法である所謂「総記法」こそが正統かつ
適切な記帳法であり、「取引」を人為的に分
割した所謂「分記法」の記帳法は間違ってい
る。
　シェヤーやハットフィールド及び彼達の亜
流は、実に奇妙な「論法」を展開する。すな
わち、
①
②
??
⑤
「総記法」と称する記帳法では、「商品
勘定」が「混合勘定」となる。
「混合勘定」の存在は、複式簿記の欠
陥でありこの記帳法は正しくない。
正しくない記帳がなされてきた（いる）
のは、専らF便宣」（convenience）の
ためである。
「混合勘定」がみられる限り、記帳内
容は「所定の時点における営業の状
態」（the　status　of　the　business）を示
していない。
従って、「しばらく後の時点で」、「こ
の誤り（the　errors）を正す」ことが必
　　要となる。
⑥それは、「商品棚卸」：stock－taking
　　or　taking　stockによってなされる。す
　　なわち、在庫品についてその数量と金
　　額とを確認し、商品勘定の「誤った表
　　示」（the　wrong　showing）を訂正する
　　ための帳簿記入を行なう。
⑦複式簿記の記帳システムは、元来「自
　　足的なもの（self－sufficient）」ではな
　　く、「複式簿記それ自体からは幾分離
　　れた商品の実査」という手続によって
　　補完されている。
ある。「幾分離れた」（ハットフィール
ド）どころではない。西欧の複式簿記
を導入する以前のわが国の商人達も、
商品売買に伴う利益算定にはこの方法
を用いてきた。
　「棚卸法」を複式簿記システムに組
み込んだことによって、「定期決算制」
への方向は、まさに決定的なものとな
り、この記帳システムは、まさしく完
成の域に達したのである。
逐一、すでに本稿で論じたので、ここでは
簡潔に意見を述べる。
①　　「混合勘定」という概念それ自体が意
　　味をなさない。
②　所謂「混合勘定」の存在は、複式簿記
　　の欠陥ではない。
③　「実名諸商品勘定」の場合でも、「集合
　　商品勘定」の場合でも、所謂「総記
　　法」の記帳は、「便宣」の所産ではな
　　く、むしろ、「取引の事実」に忠実な記
　　帳である。
④　資本循環の「動態（運動）」に即して、
　　その過程を忠実に反映する複式簿記の
　　記帳では、「所定の時点における状態」
　　を示さないことは、むしろ当然の帰結
　　である。
⑤所定の時点、例えば「決算時点」を考
　　えると、その時点での商品棚卸の目的
　　は、在庫商品金額、彼らにいわせれば
　　「売上総利益金額だけ少なく表示され
　　ている金額」　（「誤った表示」）を訂正す
　　るためとなるのであるが、実はそうで
　　はなくて、「売上原価」を確定するた
　　めの仕入金額に対する「相殺勘定」
　　（offset　account）の確定にある。
⑥　　「棚卸」は、複式簿記の枠外のもので
308
